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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日～平成28年６月30日)におけるわが国の経済は、雇用情勢や設備投

資で改善の動きが見られたものの、企業収益の改善や個人消費の回復は足踏み状態となりました。また海外景気の

下振れリスクや英国のEU離脱決定による影響で、急激な円高や株安が進行するなど先行きの不透明な状況が続きま

した。 

 当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、自動車向けやデータセンター用のサーバーが堅調

を維持し、スマートフォン市場も中国製を中心に回復が続きましたが、デジタルカメラやPCの需要は減少が続きま

した。 

 こうした状況の下、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は前年同期比17.9％減の56,755百

万円となりました。利益面では売上高の減少要因に加え、急激な円高進行に伴い外貨建で仕入れ外貨建で販売予定

の在庫について評価損を計上したこと及び退職給付費用が増加したことにより、営業損益は1,050百万円の損失（前

年同期は501百万円の営業利益）、経常損益は796百万円の損失（前年同期は452百万円の経常利益）、親会社株主に

帰属する四半期純損益は664百万円の損失（前年同期は74百万円の四半期純利益）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（デバイス事業） 

 デバイス事業は、株式会社ケィティーエルの連結子会社化により産業機器や自動車向けの半導体が増加した一方

で、前年同期に好調であった通信モジュール向けの半導体が反動減で大幅に減少し、TV向け液晶パネルも需要が減

少しました。その結果、売上高は前年同期比21.5％減の47,991百万円となりました。セグメント損益は、売上高の

減少要因に加え、急激な円高進行に伴い在庫の評価損を計上したため、993百万円のセグメント損失（前年同期は

552百万円のセグメント利益）となりました。 

（システム事業） 

 システム事業は、医用機器で画像診断装置が減少しましたが、試験計測装置では電子部品組立検査装置の需要が

大幅に増加し、航空宇宙機器でも航空機シミュレータや発電設備向け電力測定器の売上が増加しました。その結

果、売上高は前年同期比9.1％増の8,764百万円、セグメント損益は54百万円の損失（前年同期は48百万円のセグメ

ント損失）となりました。 

 

（2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は95,941百万円となり、前連結会計年度末に比べ269百万円減少い

たしました。これは主に商品及び製品が5,394百万円増加した一方で、受取手形及び売掛金が3,543百万円、現金及

び預金が2,098百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定資産は10,985百万円となり、前連結会計年

度末に比べ683百万円増加いたしました。これは主にのれんが532百万円増加したことによるものであります。

 この結果、資産合計は、106,927百万円となり、前連結会計年度末に比べ413百万円増加いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は51,347百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,866百万円増加

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が11,216百万円減少した一方で、短期借入金が12,000百万円増加し

たことによるものであります。固定負債は11,412百万円となり、前連結会計年度末に比べ718百万円増加いたしまし

た。これは主に長期借入金が573百万円、退職給付に係る負債が100百万円それぞれ増加したことによるものであり

ます。

 この結果、負債合計は、62,760百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,585百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は44,167百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,171百万円減

少いたしました。これは主に利益剰余金が1,134百万円、為替換算調整勘定が536百万円、非支配株主持分が367百万

円それぞれ減少したことによるものであります。

 この結果、自己資本比率は36.1％（前連結会計年度末は37.9％）となりました。

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月９日に公表しました業績予想から変更はありませ

ん。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第１四半期連結会計期間において、株式会社ケィティー

エルの株式を新たに取得したため、連結の範囲に含めております。
 
（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
 
（3）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,096 11,998 

受取手形及び売掛金 53,539 49,995 

商品及び製品 24,765 30,160 

仕掛品 150 192 

繰延税金資産 857 828 

その他 2,819 2,858 

貸倒引当金 △17 △92 

流動資産合計 96,211 95,941 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,558 3,619 

減価償却累計額 △2,537 △2,568 

建物及び構築物（純額） 1,021 1,050 

機械装置及び運搬具 21 21 

減価償却累計額 △21 △21 

機械装置及び運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品 2,069 2,124 

減価償却累計額 △1,710 △1,734 

工具、器具及び備品（純額） 358 390 

土地 1,633 1,633 

リース資産 141 141 

減価償却累計額 △75 △82 

リース資産（純額） 65 58 

建設仮勘定 0 6 

有形固定資産合計 3,079 3,139 

無形固定資産    

のれん － 532 

その他 342 398 

無形固定資産合計 342 931 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,014 2,733 

繰延税金資産 644 1,031 

その他 3,221 3,150 

投資その他の資産合計 6,880 6,915 

固定資産合計 10,302 10,985 

資産合計 106,513 106,927 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 35,921 24,704 

短期借入金 9,732 21,733 

1年内返済予定の長期借入金 2 114 

リース債務 48 45 

未払法人税等 448 72 

賞与引当金 860 662 

その他 2,468 4,014 

流動負債合計 49,481 51,347 

固定負債    

長期借入金 8,500 9,073 

リース債務 83 77 

退職給付に係る負債 1,718 1,818 

役員退職慰労引当金 147 84 

資産除去債務 149 196 

その他 94 161 

固定負債合計 10,693 11,412 

負債合計 60,175 62,760 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,214 6,214 

資本剰余金 6,353 6,353 

利益剰余金 28,287 27,153 

自己株式 △1,630 △1,630 

株主資本合計 39,225 38,090 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 465 261 

繰延ヘッジ損益 △16 △47 

為替換算調整勘定 1,096 559 

退職給付に係る調整累計額 △409 △307 

その他の包括利益累計額合計 1,135 466 

非支配株主持分 5,977 5,610 

純資産合計 46,338 44,167 

負債純資産合計 106,513 106,927 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 69,169 56,755 

売上原価 64,880 53,366 

売上総利益 4,288 3,389 

販売費及び一般管理費 3,786 4,440 

営業利益又は営業損失（△） 501 △1,050 

営業外収益    

受取利息 1 7 

受取配当金 24 18 

為替差益 － 173 

持分法による投資利益 80 120 

雑収入 71 40 

営業外収益合計 178 360 

営業外費用    

支払利息 48 55 

売上割引 35 22 

為替差損 104 － 

雑損失 39 26 

営業外費用合計 227 105 

経常利益又は経常損失（△） 452 △796 

特別利益    

負ののれん発生益 27 － 

特別利益合計 27 － 

特別損失    

固定資産除売却損 1 1 

減損損失 290 － 

段階取得に係る差損 10 － 

その他 － 2 

特別損失合計 302 4 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
176 △800 

法人税等 56 △203 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 120 △597 

非支配株主に帰属する四半期純利益 45 66 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
74 △664 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 120 △597 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 133 △203 

繰延ヘッジ損益 △106 △31 

為替換算調整勘定 △11 △896 

退職給付に係る調整額 △49 102 

その他の包括利益合計 △35 △1,029 

四半期包括利益 84 △1,626 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 48 △1,333 

非支配株主に係る四半期包括利益 36 △293 
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（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△） 

176 △800 

減価償却費 85 93 
減損損失 290 － 
のれん償却額 － 28 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △4 67 
賞与引当金の増減額（△は減少） △209 △322 
役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △123 △63 
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △91 117 
退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △6 － 
受取利息及び受取配当金 △26 △25 
支払利息 48 55 
為替差損益（△は益） 185 △596 
持分法による投資損益（△は益） △80 △120 
固定資産除売却損益（△は益） 1 1 
負ののれん発生益 △27 － 
段階取得に係る差損益（△は益） 10 － 
売上債権の増減額（△は増加） 6,510 8,043 
たな卸資産の増減額（△は増加） △5,810 △2,844 
仕入債務の増減額（△は減少） 1,483 △11,449 
その他 470 1,639 

小計 2,884 △6,175 

利息及び配当金の受取額 25 175 
利息の支払額 △48 △58 
法人税等の支払額 △245 △437 

法人税等の還付額 0 1 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,616 △6,494 

投資活動によるキャッシュ・フロー    
定期預金の預入による支出 △62 △62 
定期預金の払戻による収入 60 53 
有価証券の取得による支出 － △219 
有形固定資産の取得による支出 △63 △48 
無形固定資産の取得による支出 △9 △12 
投資有価証券の取得による支出 △624 △6 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 

－ △439 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入 

122 － 

その他 58 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △517 △734 

財務活動によるキャッシュ・フロー    
短期借入金の純増減額（△は減少） △2,515 6,276 
長期借入れによる収入 30 － 
長期借入金の返済による支出 △35 △28 
配当金の支払額 △324 △451 
非支配株主への配当金の支払額 △115 △73 
その他 △7 △7 

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,968 5,714 

現金及び現金同等物に係る換算差額 200 △580 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △668 △2,094 

現金及び現金同等物の期首残高 21,512 13,702 

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,843 11,607 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 61,133 8,035 69,169 － 69,169 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 59 59 △59 － 

計 61,133 8,094 69,228 △59 69,169 

セグメント利益又は損失（△） 552 △48 504 △2 501 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△2百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用

であります。

   ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 「デバイス事業」及び「システム事業」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において、「デバイス事業」セグメント221百万

円、「システム事業」セグメント69百万円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

 「システム事業」セグメントにおいて、当第１四半期連結累計期間に持分法適用関連会社を株式の追加取

得等により連結子会社としたことに伴い、負ののれん発生益を27百万円計上しております。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（在外連結子会社等の収益及び費用の換算方法の変更）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、在外連結子会社等の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場

により円貨に換算しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場により円貨に換算す

る方法に変更しております。

 この変更は遡及適用され、前第１四半期連結累計期間については、遡及適用後のセグメント情報となって

おります。この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第１四半期連結累計期間の「デバイス事業」セグメン

トの外部顧客への売上高は6百万円増加し、セグメント利益は0百万円減少しております。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び国内連結子

会社は、従来、有形固定資産の減価償却の方法について主に定率法を採用しておりましたが、当第１四半期

連結会計期間より定額法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、第１四半

期連結累計期間のセグメント利益が、それぞれ「デバイス事業」セグメント5百万円、「システム事業」セグ

メント3百万円増加しております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 47,991 8,764 56,755 － 56,755 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
0 97 98 △98 － 

計 47,992 8,861 56,854 △98 56,755 

セグメント損失（△） △993 △54 △1,047 △2 △1,050 

（注）１．セグメント損失の調整額△2百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△2百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

   ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動） 

 「デバイス事業」セグメントにおいて、平成28年４月８日付で株式会社ケィティーエルの全株式を取得

し、同社を連結子会社としたことにより、のれんが561百万円増加しております。 
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